
 

 

 

 

 

 

 

 ９月２６日（金）、森重笑子さんを講師にお招きして、 
戦争の体験談をお聞きしました。森重さんは、柳井高等 
女学校に在籍当時、終戦前日の８月１４日に学徒動員先 
の光海軍工廠で空襲を受けました。空襲が終わった後も 
多くの遺体やけが人を目の当たりにして、「人生で一番 
怖くて悲しい思い出です。忘れることはできません。」 

と語られました。戦後８０年を迎え、体験談を語る方が 
少なくなりつつあります。この度、貴重なお話を聞くこ 
とができ、生徒、教職員一同、平和を願わずにはいられ 
ない気持ちになりました。 
 
  
 
 １０月２日（木）、３日（金）、２年生が町内の１８事業所で職場体験を行いました。職場体
験は、「どのような仕事をしているか」「どのような商品を販売しているか」など、職業そのも
のを理解することにとどまらず、職場で実際に働く大人との関わりあい、視野を拡げ・深めてい
くことができます。生徒は、２日間を通して働くことについて考え、自分なりのこたえを紡ぐこ
とができたことと思います。ご協力をいただきました事業所の皆様、ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １０月１５日（水）、小学校の先生方や学校運営協議会のみなさん 

と一緒に、授業づくりについて研修を行いました。本校は「すべての 
生徒が『わかる』『できる』授業をめざして～授業参加と授業理解の 
デザイン～」を研修主題に掲げ、全教職員で取り組んでいます。 
２学期の授業公開は、１年生の担任である先村先生に理科、濱本 

先生に数学をしていただきました。理科では質量パーセント濃度の 
理解を深めるために、「おいしいジュースのレシピをつくろう」とい 
うめあてに、数学では方程式の有用性を実感させるために、「スマ 
ホの料金プランのからくりを解き明かそう」をめあてにした授業を構 
想し、研修主題に迫りました。 
 この日の授業は、どちらも計算を扱っており、小学校と中学校での 
学びの系統性を確認することができ、多くの先生が一堂に会して研修 

を行う意義を感じる時間にもなりました。 

 

周防大島町立周防大島中学校 
２０2５年１１月５日 
■ 第 ８ 号 ■ 

HP アドレス http://www.sea.icn-tv.ne.jp/~sojhp/ 

学校教育目標：ふるさとを愛し、幸せな未来を拓く生徒の育成～自ら考え、判断し、行動する生徒～ 



 
 
 １０月１７日（金）、元体操競技選手の大島杏子さんから柔軟運動・器械運動を学びました。 

生徒に運動の大切さや楽しさを感じてもらおうと、スポーツ庁の委託事業である「アスリートに
よる体育授業」に応募し、実現したものです。大島さんは、体操競技においてアテネ・北京五輪
２大会入賞、世界選手権８度出場（女子歴代最多）の経歴があり、現在は審判員の資格を生かし
指導者として全国で活動されています。この日は、３０分程度の講話の後、約１時間、実技指導
をしていただきました。アスリートならではの指導を受け、生徒たちは運動する楽しさを感じて
体育館には笑顔があふれていました。生涯を共にする自分の体です。大島さんが言われた「しっ
かり食べて、しっかり運動して、しっかり寝る」ことを大切にしてほしいと思います。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 １０月２５日（土）、文化祭を開催しました。今年も、周防大島中で出会えた仲間、教職員が
一つになり、今しかできない文化祭を創り上げることができました。 
１年生はミュージカルに挑戦し、初めての文化祭ながらも、一生懸命盛り上げようとしていま

した。入学式の頃の姿を思い出し、その成長ぶりにうれしさがこみ上げてきました。 
 ２年生は合唱コンクールで素晴らしい歌声を披露し、３年生の本気スイッチを入れました。

常々、２年生にはパワーがあると思っています。しっかりと３年生からバトンを受け取り、学校
の中心となってもっともっと輝く学校にしてほしいと願っています。 
 そして、さすが３年生！中学校最後の文化祭にふさわしく、思いが伝わる合唱、人生について
考えさせられる学年劇で観客を魅了しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【１年 ミュージカル】     【２年 合唱コンクール】         【３年 学年劇】 
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